
今後の審議会等のスケジュール（イメージ）
Ｈ２９年度

調査サンプルの収集・解析

最終報告

◆幼齢規制調査の評価

◆マイクロチップ（MC）義務化

◆動物の適正な飼養基準に向けて

地方自治体によるモデル事業の実施
（マイクロチップ等所有明示の推進）

販売される犬猫について、親等から引き離す理想的
な時期（５６日齢規制：現行は４９日齢規制）に関
する科学的知見を収集し評価。

販売の用に供する犬猫へのMC装着義務化に向け、
MC装着の目的や仕組み等について有識者等の意見
を聞きながら検討。（法律の施行後５年を目途とし
て検討。）

科学的知見に基づき、飼養動物の特性に応じて適正
飼養管理に関する基準の明確化等に向けた課題と対
応方法を検討。

◆「災害時におけるペットの救護対策ガイドラ
ン」の改訂等

ガイドライン改訂等
被災者の心のケアの観点から実施した熊本震災対応
の検証を行い、災害時のペット救護対策ガイドライ
ンの改訂等について検討。

４～６月 ７～９月 10～12月 1～３月

論点整理
ガイドライン
改訂案検討

中間評価

通知
発出8/2

熊本震災における被災動物
対応記録集の作成

Ｈ３０年度
以降

動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律
（平成24年法律第79号）附則対応

動物愛護管理施策に必要なその他の対応

◆人と動物が共生する社会の実現プロジェクト

モデル事業の結果報告、引取り数及び殺処分率の低
減を図るため、所有者不明の犬猫対策・多頭飼育対
策等にかかるガイドライン等の作成に向けて検討。

モデル事業の成果報告等

地方自治体によるモデル事業の実施

◆中央環境審議会動物愛護部会 部会
（予定）８/29

制度設計に向けた検討

専門家の意見を聴取しつつ検討

ガイドライン
改訂案まとめ

評価結果の取りまとめ


